
ふれあい・にぎわい、 
魅力あるまちづくり 

≪土淵地区のふれあいと賑わいのあるまちづくり懇談会≫                        資料５ 

   廃棄物エネルギーの利活用による地域振興 
 
  （先進事例）「武蔵野クリーンセンター」 

          “まちに溶け込み、まちにつながる武蔵野クリーンセンター” 

出典：武蔵野市HP 

 

 
【 連絡先・お問合せ先 】盛岡市環境部ごみ処理広域化推進室 

TEL 019-613-8146/FAX 019-626-4153/ﾒｰﾙ：gomikoiki@city.morioka.iwate.jp 

 
 

住民参加によるまちづくりへ 

エネルギー利活用の具体的な方針を策定するため、 
懇談会などを通じた今後の検討 

廃棄物エネルギー
にできること 
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2017年竣工 
処理能力120ｔ/日 



１ 廃棄物エネルギーの発生と使い方 

ごみ焼却施設で発生するエネルギーの種類と量 

   

   

燃やすごみ 

資源物など 

ごみ焼却施設 

ピットと呼ばれる 
置場に入れる 

熱 蒸気 

焼却炉で 
燃やす 

熱から蒸気 
を作る 

発電機を回
して電気を
つくる 

蒸気そのま
ま又は温水
にして利用
する 

使えなくなったもの 

＊ 

＊電気事業連合会 HPより 

電気の場合 

熱の場合 

約9,000～10,000KW※ 

（現在の盛岡市クリーンセンター：1,560KW） 

ＫＷ（キロワット）：電力を表す単位 

 

施設内で利用 

約4,000～5,000KW※ 

有効利用が可能 

約4,000～6,000KW※ 

例）一般家庭でいえば
約12～15千世帯分※の
消費電力に相当 

施設内で利用 
約30～40GJ/h※ 

有効利用が可能 

約80～90GJ/h※ 約120GJ/h※ 

GJ（ギガジュール）：熱量を表す単位 

蒸気 蒸気 蒸気 蒸気 
蒸気 

蒸気 

蒸気 蒸気 

例）施設園芸 

約6.3～15GJ/h※ 

 →園芸ハウス10,000m2 

※施設の設計により変動します 
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２ エネルギー拠点として地域と連携している事例 

事例１ レジャー施設等 ＜奈良県 生駒市清掃センター＞ 

生駒市清掃センター 
1991年竣工 

処理能力 220トン/日 

ふれあいセンター 浴  場 

レストラン 

事例２ 地域の防災拠点 ＜東京都 武蔵野クリーンセンター＞ 

2017年竣工 
処理能力 120トン/日 
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３ 「安全・安心」な施設運営 

  排ガス処理設備により、排ガス中のダイオキシン類、 
  塩化水素，硫黄酸化物、ばいじん、金属類を除去します。   

排ガス対策 

① ② 

③ 

④ 

排ガスを２００℃以下に急冷し、ダイオキシン類
の再合成を防止 

：排ガスの流れ 

８００℃以上でダイオキ
シン類の合成を防止 

有害物質を中和して無
害な塩と水にする 

（バグフィルター） 

ダイオキシン類を含む
ばいじんを除去 

出典：（一財）日本環境衛生センター技術管理者講習会テキスト 

排水処理設備 

公害防止対策協議会 
（盛岡市クリーンセンター） 
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